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東京と富山を短時間で結ぶ北陸新幹線は、富山県民の夢と期待を込めて計画

され、現在、長野から金沢までの間で工事が進められております。

当財団では、北陸新幹線の建設に先立って、その予定地内で埋蔵文化財の確

認調査を、平成11年度から本格的に実施してまいりました。

今年度は、県東部の滑川市、上市町、富山市の２市１町で、８箇所の確認調

査を行いました。その結果、富山市の新堀西遺跡と水橋金広中馬場遺跡では、

古代の遺構と中世の集落跡をそれぞれ確認しました。これらの遺跡が立地する

白岩川下流域では、弥生時代以降の遺跡が多く分布していることが知られてお

ります。

こうした調査成果をまとめた本書が、今後、埋蔵文化財保護の基礎資料にな

れば幸いです。

最後に、調査の実施にあたり格別のご協力とご配慮をいただきました関係機

関及び各位に厚くお礼を申し上げます。

平成19年３月

財団法人富山県文化振興財団

埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所

所　長　　岸 本　雅 敏



例　　言

１　本書は、平成18年度に富山市の新堀西遺跡・新堀遺跡・水橋金広中馬場遺跡・田伏佐野竹遺跡・

水橋上砂子坂遺跡、上市町HS－07遺跡、滑川市上梅沢館遺跡・HS－08遺跡で実施した埋蔵文化

財包蔵地の確認調査報告書である。

２　調査は、富山県教育委員会の決定に基づき、財団法人富山県文化振興財団が独立行政法人鉄道建

設・運輸施設整備支援機構（鉄道・運輸機構）からの委託を受けて実施した。

３　調査は財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所が実施した。調査員は次の通りである。

調査第二課　文化財保護主事　細辻真澄・細江真理

４　本書の編集・執筆は細江の協力のもと、細辻が担当した。

５　遺物写真の撮影は調査第一課チーフ　島田美佐子が行った。

６　出土遺物及び記録資料は、埋蔵文化財調査事務所が一括して保管している。

目　　次

序

例言

目次

Ⅰ　位置と環境 ……………………………………………………………………………………………… 1

Ⅱ　調査の経緯 ……………………………………………………………………………………………… 1

Ⅲ　調査の概要 ……………………………………………………………………………………………… 4

１　富山市新堀西遺跡 ………………………………………………………………………………… 4

２　富山市新堀遺跡 …………………………………………………………………………………… 4

３　富山市水橋金広中馬場遺跡 ……………………………………………………………………… 5

４　富山市田伏佐野竹遺跡 …………………………………………………………………………… 7

５　上市町HS－07遺跡 ………………………………………………………………………………… 8

６　富山市水橋上砂子坂遺跡 ………………………………………………………………………… 8

７　滑川市上梅沢館遺跡 ……………………………………………………………………………… 9

８　滑川市HS－08遺跡 ………………………………………………………………………………… 10

Ⅳ　まとめ …………………………………………………………………………………………………… 11

参考文献 ……………………………………………………………………………………………………… 11

図面

写真

報告書抄録



Ⅰ　位置と環境

本年度に包蔵地確認調査を行ったのは、富山市内に所在する新堀西遺跡・新堀遺跡・水橋金広中馬

場遺跡・田伏佐野竹遺跡・水橋上砂子坂遺跡、上市町所在のＨＳ－07遺跡、滑川市所在の上梅沢館遺

跡・ＨＳ－08遺跡、２市１町８箇所である。これらの各調査地のうち新堀西遺跡・新堀遺跡は白岩川

の左岸に立地し、舟橋村の南に隣接する。水橋金広中馬場遺跡は、富山平野の東部を流れる常願寺川

の下流部に形成された扇状地の扇端部に位置し、同河川の東側をほぼ平行して流れる白岩川の右岸に

立地している。海岸部からの距離は直線で約4.5㎞を測る。田伏佐野竹遺跡は、東は上市町、南は舟

橋村に隣接する。西に流れる白岩川と東の上市川に挟まれた湧水地帯にあたる。水橋上砂子坂遺跡は

上市川の左岸に近い位置にある。ＨＳ－07遺跡は白岩川と上市川に挟まれた、上梅沢館遺跡は上市川

の東側、ＨＳ－08遺跡は標高22～25ｍ前後に位置する。

Ⅱ　調査の経緯

北陸新幹線の建設が計画されたことに伴い、昭和60年度と平成７年度に富山県教育委員会の文化課

（現県生涯学習・文化財室）・富山県埋蔵文化財センターが実施した分布調査によって、路線内に30

箇所（県東部19箇所・県西部11箇所）の埋蔵文化財包蔵地が確認された。更に平成14年度に富山県埋

蔵文化財センターが主体となった分布調査では、新たに県東部で４箇所の埋蔵文化財包蔵地が追加確

認された。これを受けて、平成８年度には小矢部市下川原遺跡の調査を実施した。平成11年度以降は、

県東部から包蔵地確認調査を順次実施しており、平成13年度、新黒部・富山間の工事認可が下りると

ともに、工事着工の急がれる新黒部以東においては、竹ノ内Ⅱ遺跡、柳田遺跡、下山新東遺跡、若栗

中村遺跡などの発掘調査を実施している。

本年度は、西から新堀西遺跡、新堀遺跡、水橋金広中馬場遺跡、田伏佐野竹遺跡、水橋上砂子坂遺

跡、ＨＳ－07遺跡、上梅沢館遺跡、ＨＳ－08遺跡を対象に包蔵地確認調査を実施した。以下、平成18

年度に実施した包蔵地確認調査の概要を記す。

調査結果一覧
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新堀西遺跡 
新堀遺跡 
水橋金広中馬場遺跡 
田伏佐野竹遺跡 
HS－07遺跡 
水橋上砂子坂遺跡 
上梅沢館遺跡 
HS－08遺跡 

Ｈ18.11.14～11.16（３日） 
Ｈ18.11.9～11.13・30日（４日） 
Ｈ18.10.5～11.11（４日） 
Ｈ18.11.1～11.8・17日（６日） 
Ｈ18.10.30・10.31日（２日） 
Ｈ18.10.12～10.16（３日) 
Ｈ18.10.17～10.24（６日） 
Ｈ18.10.25～10.27（３日） 

5,000g 
9,600g 
15,400g 
10,000g 
9,300g 
4,800g 
20,500g 
4,800g

330g 
402g 
740g 
438g 
184g 
310g 
680g 
150g

有（古代） 
無 

有（中世） 
無 
無 
無 
無 
無 

遺跡名 対象面積 掘削面積 遺跡の有無 調査期間（実働日数） 



2－　　－

第１図　調査遺跡位置図

第２図　富山市新堀西遺跡・富山市新堀遺跡・富山市水橋金広中馬場遺跡位置図
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第４図　滑川市上梅沢館遺跡・滑川市HS－08遺跡位置図

第３図　富山市田伏佐野竹遺跡・上市町ＨＳ－07遺跡・富山市水橋上砂子坂遺跡位置図



Ⅲ　調査の概要

１．富山市新堀西遺跡

（１）調査方法

新堀西遺跡は、白岩川の左岸に立地し、舟橋村の南に隣接する。調査対象地に幅２ｍ、長さ約60ｍ

のトレンチ（Ｔと略す、以下同じ）を設定した。当初、対象地東端から西端までＴ１～Ｔ５の５本の

トレンチを想定したが、鉄道運輸機構と地元との協議結果、Ｔ４・Ｔ５の発掘は今年度できなくなっ

た。調査は、表土及び遺構検出面になるとみられる層の上面まで重機（バックホウ）により掘削をお

こない、遺構・遺物の有無を確認した。調査対象地の現況は水田である。トレンチは東側からＴ１、

Ｔ２、Ｔ３とした。標高はＴ１が約９ｍ、Ｔ２が約９ｍ、Ｔ３が約8.6ｍである。調査面積は330㎡と

なる。

（２）調査結果

調査地の基本層序は、ほ場整備時の削平の程度により異なるが、堆積層の残りの良いトレンチで以

下のようになる。Ⅰａ層：現況である水田の耕作土、Ⅰｂ～Ⅰｅ層：ほ場整備に伴うと思われる盛土、

Ⅱ層：古代遺物包含層、Ⅲ層：古代遺構検出層、Ⅳ層：地山層となる。Ⅱ・Ⅲ層がみられるのはＴ３

のみで、Ｔ１・Ｔ２は、ほ場整備時の削平を受けているため確認できなかった。Ｔ３の遺構は土層断

面の観察によると、Ⅲ層の遺構検出面が中央部から東端にかけて、約50㎝下がりⅡ層が厚く堆積して

いる。これはこの部分だけⅡ層が水田の開墾等で攪乱された結果、混ぜ返されたⅡ層中に遺物が多数

含まれたため、遺物包含層が厚く形成されたものと考えられる。また西側では、Ⅱ・Ⅲ層がみられず

盛土に削平されている。以下に各トレンチの層序の概要について簡単に記す。

Ｔ１：Ⅰａ層：現耕作土（層厚約45㎝）、Ⅰｂ層：暗オリーブ褐色粘質土（層厚約25㎝）、Ⅰｃ層：

黄褐色粘質土（層厚約10㎝）、Ⅳ層：オリーブ褐色砂質土。遺物は、土師器と青磁の小片を耕土から

数点確認した。遺構の検出はなかった。

Ｔ２：Ⅰａ層：現耕作土（層厚約60㎝）、Ⅰｂ層：暗オリーブ褐色粘質土（層厚約20㎝）、Ⅰｃ層：

黄褐色粘質土（層厚約20㎝）、Ⅳ層：オリーブ褐色砂質土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ３：Ⅰａ層：現耕作土（層厚約45㎝）、Ⅱ層：黒褐色シルト（層厚約50㎝）、Ⅲ層：黄褐色シルト

（遺構検出層）。出土遺物はⅡ層と遺構の埋土から多数の土師器を確認した。遺構はⅢ層上面にてピッ

ト状遺構・土坑・溝などを検出した。西側のⅠａ層直下は盛土に削平されている。

２．富山市新堀遺跡

（１）調査方法

新堀西遺跡の東側に位置しており、調査対象地の現況は水田である。トレンチは当初対象地東端か

ら西端までＴ１～Ｔ６の６本を設定したが、新堀西遺跡のＴ１と新堀遺跡のＴ６の間の水田について

も、調査終了間際に小規模な補足トレンチを設定し、これをＴ７とした。標高はＴ１～Ｔ４・Ｔ６が

約８ｍ、Ｔ５が約8.6ｍ、Ｔ７が約７ｍとなる。調査面積は402㎡となる。

（２）調査結果

調査地の基本層序はⅠ層：現況である水田の耕作土、Ⅱ層：オリーブ褐色・黄褐色シルト、Ⅲ層：
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にぶい黄色シルト、Ⅳ層：暗灰黄色シルトとなる。このうちⅡ～Ⅳ層はトレンチによって堆積しない

層もみられたが、総覧すると粒子の粗い川砂やオリーブ褐色シルトにより構成され、幾度もの河川の

氾濫・滞水時期などによって形成されたと考えられる堆積状況が確認できた。以下に各トレンチの掘

削時の所見を記す。

Ｔ１：Ⅰ層：現耕作土（層厚約25㎝）、Ⅰ層直下は削平されオリーブ褐色シルト、黄褐色砂質土な

どが堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ２：Ⅰ層：現耕作土（層厚約40㎝）、Ⅰ層直下は削平されオリーブ褐色シルト、黄褐色砂質土な

どが約１ｍ堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ３：Ｔ２と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ４： Ⅰ層：現耕作土（層厚約60㎝）、Ⅰ層直下はＴ２と同じ層序であるが西にいくにつれてシル

ト質を強め、トレンチ西端においてⅡ層の堆積がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ５： Ⅰ層：現耕作土（層厚約77㎝）、Ⅱ層：黄褐色シルト（層厚約22㎝）、Ⅲ層：にぶい黄色シ

ルト、Ⅳ層：暗灰黄色シルト。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ６： Ⅰ層：現耕作土（層厚約60㎝）、Ⅱ層：黄褐色シルト（層厚約10㎝）、Ⅳ層：暗灰黄色シル

ト。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ７： Ⅰ層：現耕作土（層厚約30㎝）、Ⅰ層直下は削平され黒褐色シルト、黄灰色粘質土などが堆

積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

３．富山市水橋金広中馬場遺跡

（１）調査方法

水橋金広中馬場遺跡は、富山平野の東部を流れる常願寺川の下流部に形成された扇状地の扇端部に

位置し、同河川の東側をほぼ平行して流れる白岩川の右岸に立地している。

トレンチは当初対象地東端から西端までＴ１～Ｔ12の12本を設定したが、その後鉄道運輸機構との

協議のなかでＴ５トレンチを設置できなかった。またＴ７とＴ８の間の水田についても、遺構の拡が

りを確認するため、Ｔ13を追加設定した。調査面積は740㎡である。

水橋金広中馬場遺跡は平成10年度～16年度にかけて富山市教育委員会が県営農免農道整備事業に伴

う発掘調査を行っている。Ｔ８とＴ13の間の農道部分は平成15年度に実施され、その結果、中世の掘

立柱建物・井戸・竪穴状遺構・土坑・溝が確認された。

（２）調査結果

調査対象地の現況は水田である。標高は東側のＴ１が約8.4ｍ、西側のＴ12が約7.3ｍを測り、Ｔ

２・Ｔ３が最も標高が高く約8.8ｍとなっている。基本層序はほ場整備時の削平の程度により異なる

が、堆積層の残りの良いトレンチで以下のようになる。Ⅰ層：現況である水田の耕作土、Ⅱ層：中世

遺物包含層、Ⅲ層：中世遺構検出面、Ⅳ層：地山層となる。このうちⅡ～Ⅳ層はトレンチによって堆

積しない層もみられたが、総覧すると灰色系粘質シルトと黒褐色系粘質土の互層により構成され、幾

度もの河川の氾濫・滞水時期と、植物繁茂の渇水時期との両者によって形成されたと考えられる堆積

状況が確認できた。とくに全トレンチにおいてⅢ層以下からは壁面より水が多く染み出し、トレンチ

底面からも激しい湧水がみられた。以下に各トレンチの層序の概要について簡単に記す。

Ｔ１：Ⅰ層：現耕作土（層厚約30㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約30㎝）、Ⅲ層：黄褐色砂質土

（遺構検出層）。出土遺物はⅡ層と遺構の埋土から土師器を確認した。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝な
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どを検出した。

Ｔ２：Ⅰ層：現耕作土（層厚約20㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約10㎝）、Ⅲ層：黄褐色砂質土

（遺構検出層）。Ⅲ層直下は、植物遺体を含んだ灰オリーブ色粘土が約１ｍ堆積する。漸次的な自然堆

積の様相がみられる。出土遺物は土師器である。遺構はⅢ層上面にて土坑・溝などを検出した。

Ｔ３：Ⅰ層：現耕作土（層厚約35㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約15㎝）、Ⅲ層：黄褐色砂質土

（遺構検出層）。Ⅲ層直下は、植物遺体を含んだ灰オリーブ色粘土が約１ｍ堆積する。漸次的な自然堆

積の様相がみられる。出土遺物は土師器である。遺構はⅢ層上面にて土坑・区画溝などを検出した。

Ｔ４：Ⅰ層：現耕作土（層厚約20㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約５㎝）、Ⅲ層：黄褐色砂質土

（遺構検出層）。Ⅲ層直下は、植物遺体を含んだ灰オリーブ色粘土が約60㎝堆積する。漸次的な自然堆

積の様相がみられる。出土遺物は土師器・珠洲である。遺構はⅢ層上面にて曲げ物が入った井戸・土

坑・溝を検出した。

Ｔ６：Ⅰ層：現耕作土（層厚約25㎝）、Ⅰ層直下は削平され黒色粘質土、植物遺体を含んだ灰色粘

質土などが約１ｍ堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ７：Ｔ６と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ13：Ⅰ層：現耕作土（層厚約40㎝）、Ⅲ層：黄褐色砂質土（遺構検出層）。Ⅲ層直下は、暗灰黄色

粘土、黒色粘土、灰色粘土が約80㎝堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。出土遺物は確認

していない。遺構はⅢ層上面にて土坑を検出した。

Ｔ８：Ⅰ層：現耕作土（層厚約40㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約40㎝）、Ⅲ層：灰黄色粘土（遺

構検出層）。Ⅲ層直下は、暗灰黄色粘土が約40cｍ堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。出

土遺物は土師器・中世土師器・珠洲である。遺構はⅢ層上面にて土坑・区画溝などを検出した。

Ｔ９：Ⅰ層：現耕作土（層厚約55㎝）、Ⅰ層直下は削平され盛土（層厚約50㎝）、その下にⅣ層：黄

褐色砂質土がみられた。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ10：Ⅰ層：現耕作土（層厚約30㎝）、東側のⅠ層直下は削平され盛土（層厚約30㎝）、その下にⅣ

層：黄褐色・灰色砂質土がみられた。西側のⅠ層直下は黄灰色粘土、暗灰黄色粘土、植物遺体を含ん

だ黒褐色粘土が約1.3ｍ堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかっ

た。

Ｔ11：Ⅰ層：現耕作土（層厚約20㎝）、東側のⅠ層直下は植物遺体を含んだ黄褐色粘土と黒色粘土

と灰色粘土の互層により構成され、約２ｍ堆積する。幾度もの河川の氾濫・滞水時期と植物繁茂の渇

水時期との両者によって形成されたと考えられる。西側のⅠ層直下は互層が浅くなり（層厚約130㎝）、

その下にⅣ層：黄褐色砂質土がみられた。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ12：Ⅰ層：現耕作土（層厚約55㎝）、Ⅰ層直下は削平され盛土（層厚約60㎝）、その下にⅣ層：黄

褐色砂質土がみられた。遺構・遺物の検出はなかった。
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４．富山市田伏佐野竹遺跡

（１）調査方法

田伏佐野竹遺跡は、東は上市町、南は舟橋村に隣接する。西に流れる白岩川と東の上市川に挟まれ

た湧水地帯にあたる。

トレンチは当初対象地東端から西端までＴ７～Ｔ24の18本を設定したが、その後、地元との協議の

なかでＴ６とＴ17をはずした。また水橋金広中馬場遺跡で、土坑と溝を確認したＴ１と田伏佐野竹遺

跡のＴ24の間の水田についても、調査終了間際に補足トレンチを設定し、これをＴ25・Ｔ26とした。

標高は東側のＴ７が約6.8ｍ、西側のＴ26が約８ｍを測る。調査面積は438㎡である。

（２）調査結果

調査地の基本層序はⅠ層：現況である水田の耕作土、Ⅱ層：にぶい褐色・オリーブ褐色・灰オリー

ブ色粘質土、Ⅲ層：灰オリーブ色・灰色粘土になる。このうちⅡ・Ⅲ層はトレンチによって堆積しな

い層もみられたが、総覧すると灰色粘土やオリーブ褐色シルトにより構成され、幾度もの河川の氾

濫・滞水時期などによって形成されたと考えられる堆積状況が確認できた。以下に各トレンチの掘削

時の所見を記す。

Ｔ７：Ⅰ層：現耕作土（層厚約80㎝）、Ⅱ層：にぶい黄褐色粘質土（層厚約10㎝）、Ⅱ層直下は削平

され盛土（層厚約50ｍ）、Ⅲ層：灰オリーブ色粘土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ８：Ⅰ層：現耕作土（層厚約50㎝）、Ⅱ層：にぶい黄褐色粘質土（層厚約20㎝）、Ⅱ層直下は削平

され盛土（層厚約１ｍ）、Ⅲ層：灰オリーブ色粘土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ９：Ⅰ層：現耕作土（層厚約90㎝）、盛土、Ⅲ層：灰オリーブ色粘土。遺構・遺物の検出はなか

った。

Ｔ10：Ⅰ層：現耕作土（層厚約75㎝）、Ⅱ層：オリーブ褐色粘質土（層厚約20㎝）、Ⅲ層：灰オリー

ブ色粘土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ11：Ⅰ層：現耕作土（層厚約80㎝）、Ⅱ層：オリーブ褐色粘質土（層厚約40㎝）、Ⅲ層：灰オリー

ブ色粘土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ12：Ⅰ層：現耕作土（層厚約70㎝）、Ⅱ層：灰オリーブ色粘質土（層厚約75㎝）、Ⅲ層：灰色粘土。

遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ13・Ｔ14：Ｔ12と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ15：Ⅰ層：現耕作土（層厚約45㎝）、Ⅰ層直下はにぶい黄色粘土と灰オリーブ色粘土と植物遺体

を含んだ灰色シルトにより構成され、約１ｍ堆積する。幾度もの河川の氾濫・滞水時期と植物繁茂の

渇水時期との両者によって形成されたと考えられる。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ16：Ⅰ層：現耕作土（層厚約50㎝）、Ⅰ層直下は酸化鉄を含んだ灰オリーブ色粘土と植物遺体を

含んだ灰色シルトが約１ｍ堆積する。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ18：Ⅰ層：現耕作土（層厚約50㎝）、Ⅰ層直下は植物遺体を含んだ灰色シルトと砂が約1.2ｍ堆積

する。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ19：Ⅰ層：現耕作土（層厚約60㎝）、Ⅰ層直下は植物遺体を含んだ灰色シルトと粘土の互層によ

り約１ｍ堆積する。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ20～Ｔ26：Ｔ19と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。
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５．上市町ＨＳ－07遺跡

（１）調査方法

ＨＳ－07遺跡は田伏佐野竹遺跡の東側に近隣する。現況は水田と、アスファルトと砂利で盛土され

ている対象地がある。標高はＴ１～Ｔ５が約７ｍ前後を測る。調査面積は184㎡である。

（２）調査結果

Ｔ１：層序は上から、現況地盤であるアスファルト・砕石等で造成された盛土（層厚約1.7ｍ）、Ⅱ

層：黒褐色粘質土（層厚約40㎝）、Ⅲ層：灰色粘質土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ２：現況地盤であるアスファルト・砕石等で造成された盛土（層厚約１ｍ）、Ⅱ層：黒褐色粘質

土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ３：Ⅰ層：旧耕作土と考えられる暗灰黄色粘質土（層厚約50㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約

80㎝）、Ⅲ層：灰色粘質土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ４：Ｔ３と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ５：Ⅰ層：旧耕作土と考えられる暗灰黄色粘質土（層厚約50㎝）、Ⅲ層：暗灰黄色粘質土（層厚

約１ｍ）、Ⅳ層：灰オリーブ色粘質土。遺構・遺物の検出はなかった。

６．富山市水橋上砂子坂遺跡

（１）調査方法

水橋上砂子坂遺跡は、上市川の左岸に近い位置にある。当初対象地東端から西端までＴ１～Ｔ19の

19本のトレンチを想定したが、鉄道運輸機構と地元との協議結果でＴ８～Ｔ19の発掘は今年度できな

くなった。標高はＴ１～Ｔ７が約８ｍ前後を測る。調査対象地の現況は水田で、調査面積は310㎡で

ある。

（２）調査結果

調査対象地の現況は水田耕作地である。基本層序はほ場整備時の削平の程度により異なるが、堆積

層の残りの良いトレンチで以下のようになる。Ⅰ層：現況である水田の耕作土、Ⅱ層：暗灰黄色・黒

褐色粘質土、Ⅲ層：黄灰色砂質土になる。このうちⅡ・Ⅲ層はトレンチによって堆積しない層もみら

れたが、総覧すると灰色系シルトと植物遺体を含んだ暗オリーブ色系粘質土の互層により構成され、

漸次的な自然堆積の様相がみられる。調査対象地の範囲で遺物を確認したのは、土師器等の小破片を

耕土から検出するにとどまっている。遺構の検出もなく、遺跡の性格・範囲を特定する材料に乏しい

為、従ってこの調査範囲での本調査は必要ないと判断するに至った。以下に各トレンチの層序の概要

について簡単に記す。

Ｔ１：Ⅰ層：現耕作土（層厚約20㎝）、Ⅱ層：暗灰黄色粘質土（層厚約20㎝）、Ⅲ層：黄灰色砂質土。

Ⅲ層直下に灰色系シルトと植物遺体を含んだ暗オリーブ色系粘質土の互層が約80㎝堆積する。漸次的

な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ２：Ｔ１と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ３：Ｔ１と同じ層序。Ⅰ層から土師器・須恵器が出土している。遺構の検出はなかった。

Ｔ４： Ⅰ層：現耕作土（層厚約15㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約20㎝）、Ⅱ層直下はにぶい黄

色砂質土が約80㎝堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ５：Ⅰ層：現耕作土（層厚約20㎝）、Ⅱ層：黒褐色粘質土（層厚約20㎝）、Ⅱ層直下はにぶい黄色
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砂質土と灰オリーブ色シルトと暗オリーブ砂質土の互層により構成され、約90㎝堆積する。幾度もの

河川の氾濫・滞水時期と、植物繁茂の渇水時期との両者によって形成されたと考えられる堆積状況が

確認できた。出土遺物はⅠ層から土師器・須恵器を数点確認した。遺構の検出はなかった。

Ｔ６：Ｔ５と同じ層序。遺物はⅠ層から越中瀬戸の小片が出土している。遺構の検出はなかった。

Ｔ７：Ｔ５と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

７．滑川市上梅沢館遺跡

（１）調査方法

上梅沢館遺跡は、上市川の北東に位置し、早月川扇状地扇央から扇端部にかけての僅かに西に傾斜

する地形上にある。調査対象地の現況は水田耕作地である。標高は東側のＴ１が最も高く約13ｍ、西

側のＴ20は約8.7ｍを測り、一番低い。調査面積は680㎡である。

（２）調査結果

対象地の現況は水田耕作地である。基本層序はほ場整備時の削平の程度により異なるが、堆積層の

残りの良いトレンチで以下のようになる。Ⅰ層：現況である水田の耕作土、Ⅱ層：黄褐色砂質土・暗

オリーブ色粘質土、Ⅲ層：灰色砂質土、Ⅳ層：黒褐色シルト、Ⅴ層：灰黄色砂質土、Ⅵ層：黄褐色砂

礫になる。このうちⅡ～Ⅵ層はトレンチによって堆積しない層もみられたが、総覧すると植物遺体を

含んだ暗オリーブ色系粘質土と灰オリーブ色シルトの互層により構成され、漸次的な自然堆積の様相

が確認できた。以下に各トレンチの層序の概要について簡単に記す。

Ｔ１：Ⅰ層：現耕作土（層厚約1.2ｍ）、Ⅰ層直下は灰オリーブ色シルトとオリーブ黒色粘土により

構成され、約50㎝堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみられる。その下はⅥ層：黄褐色砂礫。遺

構・遺物の検出はなかった。

Ｔ２：Ⅰ層：現耕作土（層厚約１ｍ）、Ⅱ層：黄褐色砂質土。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ３：Ⅰ層：現耕作土（層厚約1.1ｍ）、Ⅱ層：黄褐色砂質土（層厚約15㎝）、Ⅵ層：黄褐色砂礫。

遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ４・Ｔ５：Ｔ３と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ６：Ⅰ層：現耕作土（層厚約40㎝）、Ⅱ層：黄褐色砂質土（層厚約30㎝）、Ⅲ層：灰色砂質土（層

厚約30㎝）。Ⅲ層直下は植物遺体を含んだ暗オリーブ色系粘質土と灰オリーブ色シルトの互層により

構成され、約50㎝堆積する。幾度もの河川の氾濫・滞水時期と、植物繁茂の渇水時期との両者によっ

て形成されたと考えられる堆積状況が確認できた。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ７～Ｔ12：Ｔ６と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ13：Ⅰ層：現耕作土（層厚約60㎝）、Ⅱ層：暗オリーブ色粘質土（層厚約10㎝）、Ⅲ層：灰色砂質

土（層厚約20㎝）、Ⅲ層直下は植物遺体を含んだ暗オリーブ色系粘質土と灰オリーブ色シルトの互層

により構成され、約１ｍ堆積する。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ14：Ⅰ層：現耕作土（層厚約50㎝）、Ⅱ層：暗オリーブ色粘質土（層厚約10㎝）、Ⅱ層直下は灰オ

リーブ色シルトとオリーブ黒色粘土により構成され、約30㎝堆積する。漸次的な自然堆積の様相がみ

られる。その下はⅣ層：黒褐色シルト（層厚約20㎝）、Ⅴ層：灰黄色砂質土。遺構・遺物の検出はな

かった。

Ｔ15・Ｔ16：Ｔ14と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。
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Ｔ17：Ⅰ～Ⅳ層は水田の開墾等で攪乱された層に約1.2ｍ削平されている。その下はⅤ層：灰黄色

砂質土（層厚約30㎝）、Ⅵ層：黄褐色砂礫。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ18：Ⅰ層：現耕作土（層厚約40㎝）、Ⅳ層：黒褐色シルト（層厚約20㎝）、Ⅴ層：灰黄色砂質土

（層厚約30㎝）、Ⅵ層：黄褐色砂礫。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ19・Ｔ20：Ｔ18と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

８．滑川市ＨＳ－08遺跡

（１）調査方法

ＨＳ－08遺跡は、上梅沢館遺跡の北東に位置する。調査対象地の現況は水田耕作地である。トレン

チは当初対象地東端から西端までＴ１～Ｔ５の５本を設定したが、その後地元との協議のなかでＴ１

とＴ２をはずした。またＴ１の東隣の水田については補足トレンチを設定し、これをＴ６とした。標

高は東からＴ６が約25ｍ、Ｔ３が約23ｍ、Ｔ4・Ｔ５が約22ｍを測り、東西にかけて約３ｍの標高差

がある。調査面積は150㎡である。

（２）調査結果

Ｔ３とＴ６の間に用水路が通っており、これらのほ場整備の削平等による影響と思われる。堆積層

の残りの良いトレンチで以下のようになる。Ⅰ層：現況である水田の耕作土、Ⅱ層：黒褐色砂質土、

Ⅲ層：オリーブ褐色シルト・黄褐色砂、Ⅳ層：黄褐色砂礫。以下に各トレンチの掘削時の所見を記す。

Ｔ３：Ⅰ層：暗灰黄色粘質土（層厚約90㎝）、Ⅱ層：黒褐色砂質土（層厚約20㎝）、Ⅲ層：オリーブ

褐色シルト・黄褐色砂（層厚約90㎝）、Ⅳ層：黄褐色砂礫。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ４：Ⅰ層：暗灰黄色粘質土（層厚約50㎝）、Ⅱ層：黒褐色砂質土（層厚約15㎝）、Ⅲ層：オリーブ

褐色シルト・黄褐色砂（層厚約60㎝）、Ⅳ層：黄褐色砂礫。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ５：Ｔ４と同じ層序。遺構・遺物の検出はなかった。

Ｔ６：Ⅰ層：暗灰黄色粘質土（層厚約60㎝）、Ⅰ層直下は西側が東隣の用水路のほ場整備による砂

礫等で造成された盛土が約90㎝、東側が約1.1ｍ堆積している。その下はⅣ層：黄褐色砂礫。遺構・

遺物の検出はなかった。
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Ⅳ　まとめ

以上の調査結果をまとめると以下のようになる。

（１）富山市新堀西遺跡

調査対象地の西側Ｔ３のみ約100ｍの区間において、古代の遺構を検出した。Ｔ３からは、ピット

状遺構・土坑・溝などを検出した。出土遺物は古代の土師器等である。Ｔ１・Ｔ２については、出土

遺物も稀少であり、ほ場整備時の削平を受けているため遺構は検出していない。従って前述のように

Ｔ３の約100ｍの区間、平面積にして1,790㎡が本調査の対象となる。Ｔ４・Ｔ５の未調査地区は、試

掘調査が必要である。

（２）富山市新堀遺跡

遺構・遺物なし。本調査の必要なし。

（３）富山市水橋金広中馬場遺跡

調査対象地の東側Ｔ１～Ｔ４までの間、約250ｍと、Ｔ８とＴ13の間、約100ｍの区間において、中

世の遺構を確認した。これらのトレンチからは、井戸・土坑・溝などを検出した。出土遺物としては、

珠洲・土師器などを確認した。これら以外のトレンチについては、出土遺物も稀少であり、河川の氾

濫等の削平をうけており、遺構は検出していない。従って前述のように、Ｔ１～Ｔ４までの間、約250ｍ

が平面積にしておよそ4,393㎡、Ｔ８とＴ13の間、約100ｍ区間が平面積にしておよそ1,937㎡、総計約

6,330㎡が本調査の対象となる。Ｔ４～Ｔ６の間の未調査地区は、宅地撤去後試掘調査が必要である。

（４）富山市田伏佐野竹遺跡

遺構・遺物なし。本調査の必要なし。

（５）上市町ＨＳ－07遺跡

遺構・遺物なし。本調査の必要なし。

（６）富山市水橋上砂子坂遺跡

遺構なし。耕土から数点遺物出土有り。本調査の必要なし。Ｔ７から西側の未調査地区は、試掘調

査が必要である。

（７）滑川市上梅沢館遺跡

遺構・遺物なし。本調査の必要なし。１Ｔから東側の未調査地区は、宅地撤去後試掘調査が必要で

ある。

（８）滑川市ＨＳ－08遺跡

遺構・遺物なし。本調査の必要なし。

（参考文献）

・財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2000～2006『北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査1～6』

・財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2000～2006『埋蔵文化財調査概要　平成13年度～17年度』

・財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2000～2006『埋蔵文化財調査年報　平成13年度～17年度』

・富山市教育委員会1997『富山市水橋金広遺跡　水橋田伏南遺跡　清水堂Ｆ遺跡　清水堂Ｂ遺跡』

・富山市教育委員会2006『富山市水橋金広・中馬場遺跡発掘調査報告書Ⅱ』

・滑川市教育委員会1998『平成９年度滑川市埋蔵文化財発掘調査概報』

・滑川市教育委員会1999『平成10年度滑川市埋蔵文化財発掘調査概報』
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12－　　－

第５図　新堀西遺跡・新堀遺跡　トレンチ配置図（1：3,000）
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第６図　新堀西遺跡・新堀遺跡 トレンチ土層断面柱状模式図
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第７図　新堀西遺跡検出遺構平面図
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第８図　水橋金広中馬場遺跡　トレンチ配置図（1：2,000）
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第９図　水橋金広中馬場遺跡 トレンチ土層断面柱状模式図
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第10図　水橋金広中馬場遺跡検出遺構平面図
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第11図　田伏佐野竹遺跡　トレンチ配置図（1：2,000）
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第12図　田伏佐野竹遺跡 トレンチ土層断面柱状模式図



20－　　－

第13図　ＨＳ－07遺跡・水橋上砂子坂遺跡　トレンチ配置図（1：2,000）
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第14図　ＨＳ－07遺跡・水橋上砂子坂遺跡 トレンチ土層断面柱状模式図



22－　　－

第15図　上梅沢館遺跡　トレンチ配置図（1：3,000）
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第16図　上梅沢館遺跡 トレンチ土層断面柱状模式図
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第17図　ＨＳ－08遺跡　トレンチ配置図（1：2,000）

第18図　ＨＳ－08遺跡 トレンチ土層断面柱状模式図
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新堀西遺跡遠景（西から） Ｔ１中央南東壁土層断面（北西から）

Ｔ１完掘状況（南西から） Ｔ２東端南東壁土層断面（北西から）

Ｔ２完掘状況（北東から） Ｔ３中央南東壁土層断面（北西から）

Ｔ３遺構検出状況（西から）

新堀西遺跡

Ｔ３完掘状況（南西から）

写真１
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新堀遺跡遠景（東から） 新堀遺跡遠景（西から）

Ｔ２東端南東壁土層断面（北西から） Ｔ２完掘状況（北東から）

Ｔ３西端南東壁土層断面（北西から） Ｔ３完掘状況（南西から）

Ｔ４西端南東壁土層断面（北西から）

新堀遺跡

Ｔ４完掘状況（北東から）

写真２
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金広中馬場遺跡遠景（東から） Ｔ１東端南壁土層断面（北から）

Ｔ１遺構検出状況（西から） Ｔ２東端北西壁土層断面（南東から）

Ｔ２遺構検出状況（北東から） Ｔ４東端北西壁土層断面（南東から）

Ｔ４機械掘削状況（北から）

水橋金広中馬場遺跡

Ｔ４遺構検出状況（北から）

写真３
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Ｔ６遠景（西から） Ｔ６西端南東壁土層断面（北西から）

Ｔ６東端南東壁土層断面（北西から） Ｔ６完掘状況（南西から）

Ｔ７遠景（西から） Ｔ７耕土掘削状況（西から）

Ｔ７西端南東壁土層断面（北西から）

水橋金広中馬場遺跡

Ｔ７完掘状況（南西から）

写真４
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Ｔ８機械掘削状況（南西から） Ｔ８東端南東壁土層断面（北西から）

Ｔ８遺構検出状況（西から） Ｔ８完掘状況（北東から）

Ｔ10～Ｔ12機械掘削状況（北東から） Ｔ13機械掘削状況（南西から）

Ｔ13西端北壁土層断面（南から）

水橋金広中馬場遺跡

Ｔ13遺構検出状況（南西から）

写真５
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田伏佐野竹遺跡遠景（東から） Ｔ７東端南東壁土層断面（北西から）

Ｔ７完掘状況（北東から） Ｔ14西端南東壁土層断面（北西から）

Ｔ14完掘状況（南西から） Ｔ23機械掘削状況（北西から）

Ｔ23東端南東壁土層断面（北西から）

田伏佐野竹遺跡

Ｔ23完掘状況（南東から）

写真６



31－　　－

ＨＳ－07遺跡遠景（東から） Ｔ１西端南東壁土層断面（北西から）

Ｔ１完掘状況（東から） Ｔ３機械掘削状況（北西から）

Ｔ３東端南東壁土層断面（北西から） Ｔ３完掘状況（北西から）

Ｔ５西端南東壁土層断面（北西から）

ＨＳ－07遺跡

Ｔ５完掘状況（南西から）

写真７
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水橋上砂子坂遺跡遠景（南から） 水橋上砂子坂遺跡遠景（北から）

Ｔ２東端北西壁土層断面（南東から） Ｔ２完掘状況（南西から）

Ｔ４西端北西壁土層断面（南東から） Ｔ４機械掘削状況（北から）

Ｔ７西端北西壁土層断面（南東から）

水橋上砂子坂遺跡

Ｔ７機械掘削状況（北西から）

写真８
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上梅沢館遺跡遠景（北東から） 上梅沢館遺跡遠景（東から）

Ｔ２東端南東壁土層断面（北西から） Ｔ２機械掘削状況（南から）

Ｔ11西端南東壁土層断面（北西から） Ｔ11完掘状況（北東から）

Ｔ18東端北西壁土層断面（南東から）

上梅沢館遺跡

Ｔ18完掘状況（北東から）

写真９
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ＨＳ－08遺跡遠景（東から） ＨＳ－08遺跡遠景（東から）

Ｔ３西端南東壁土層断面（北西から） Ｔ３完掘状況（北東から）

Ｔ４西端南東壁土層断面（北西から） Ｔ４完掘状況（北東から）

Ｔ５東端南東壁土層断面（北西から）

ＨＳ－08遺跡

Ｔ５完掘状況（北東から）

写真10
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写真11

新堀西遺跡出土遺物

水橋金広中馬場遺跡出土遺物
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